
（別紙３）

～ 令和7年9月22日

（対象者数） 36 （回答者数） 18

～ 令和7年9月12日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

・児童発達支援管理責任者だけでなく、担任も幼稚
園・保育園・こども園へ見学に行く機会を作る。

3

・メンバーや個に合った環境を整えていけるようにな
るといい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用日に少しでも成⾧に繋げられるように、１日１日
を大切にする。

2

・保育参観を呼び掛けていく。
・保護者、兄弟が参加できる行事を増やす。

3

○事業所名 ハッピーランド

○保護者評価実施期間 令和7年9月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年9月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年11月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

利用回数が限られている。 利用希望者が多い。

保護者や兄弟と顔を合わせる機会が少ない。 ・利用人数が多い。毎日利用児が違う。
・バスの送迎以外で会う機会がない。

地域の様々な幼稚園・保育園・こども園から子どもが集
まっている。

・異年齢での関わりを通して、友達との関わり方を覚え
られるようにしている。

療育での取り組みを幼稚園・保育園・こども園と連携し
て支援ができる。

・定期的に電話で情報交換をする。
・幼稚園・保育園・こども園の様子を見学する。

職員の数が多いので、子ども一人一人と深く関われる。 ・絵カードや視覚支援を使って、個々に合った対応をし
ている。

事業所における自己評価総括表公表


